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二
総
会

①
平
成
二
十
三
年
度
事
業
・
会
計
・
監
査
報
告

②
役
員
改
選

③
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

④
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
（
平
成
二
十
六
年
）

三
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
第
五
中
国
・
四
国
地
区
）

①
会
員
の
高
齢
化
・
会
員
の
確
保
に
つ
い
て

②
指
導
者
協
議
会
と
の
連
携

③
他
奉
仕
団
と
の
連
携
・
共
同
研
修
会
な
ど

④
賛
助
奉
仕
団
員
の
加
盟
校
促
進
に
果
す
役
割

⑤
県
青
少
年
赤
十
字
大
会
・
研
修
会
・
ト
レ
セ
ン
な
ど

へ
の
積
極
的
参
加

。
⑥
防
災
教
育
の
在
り
方

○
第
二
日

一
講
演
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社

の
復
興
支
援
活
動
に
つ
い
て
」

日
本
赤
十
字
社
復
興
支
援
推
進
本
部

惨
事
志
波
一
顕

二
証
言
一
東
日
本
大
震
災
そ
の
後
に
つ
い
て
」

（
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
の
委
員
長
か
ら
一
年
後
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
）

三
ブ
ロ
ッ
ク
会
報
告

平
成
二
十
四
年
七
月
六
・
七
日
、
日
本
赤
十
字
社
本
社

に
お
い
て
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
委
員
長
、
日
赤
本
社

関
係
者
六
十
余
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
一
日

一
開
会
式
、
写
真
撮
影

平
成
二
十
四
年
度
全
国
青
少
年
赤
十
字

賛
助
奉
仕
団
協
議
会
総
会
（
報
告
）

委
員
長
日
高
敬
司

十
月
四
・
五
日
に
香
川
県
高
松
市
で
青
少
年
赤
十
字
賛

助
奉
仕
団
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

①
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
加
盟
校
拡
大
・
新
入
団
員
の
増
加
方
策

②
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
質
的
向
上
の
目
指
す
活
動
の
あ
り
方

③
指
導
者
協
議
会
・
関
係
奉
仕
団
と
の
連
携
方
法

な
ど
を
課
題
と
し
て
加
盟
校
の
実
践
発
表
、
情
報
交
換
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
島
県
か
ら
は
、
来
年
度
開
催
県
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

日
高
委
員
長
、
野
田
副
委
員
長
、
山
中
副
委
員
長
そ
し
て

県
支
部
の
岡
田
さ
ん
の
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
．

○
第
一
日

一
開
会
行
事

開
会
の
こ
と
ば
、
信
条
唱
和
、
挨
拶
、
日
程
説
明
、
記

念
撮
影

二
実
践
発
表

①
香
川
県
三
豊
市
立
豊
中
中
学
校

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
体
験
活
動
」

～
望
ま
し
い
集
団
の
育
成
の
た
め
に
～

②
香
川
県
高
松
市
檀
紙
小
学
校

「
自
ら
学
び
、
気
づ
き
考
え
、
実
行
す
る
児
童
の
育
成
」

～
友
だ
ち
・
も
の
・
自
然
・
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
～

（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
態
度
目
標
を
大
切
に
し
て
活
動
す
る
こ
と

平
成
二
十
四
年
度
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
連
絡
協
議

会
・
研
修
会
（
報
告
）

四
全
体
討
議

五
閉
会
式

副
委
員
長
山
中
章
敬

皆少年赤十字賛助奉仕団信条

1胄少笠赤十字の充実発展に協力奉仕する

1.赤十字思想の普及啓発に努め、平和な社会

の実現に寄与する。

1,志を同じくする人々と手をとりあい、研鐘

に努める。
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